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≪研究ノート≫

学校図書館職員のスキル向上を

目指した研修機会のあり方
―SLiiiCの活動を事例とした一考察―

野 口 武 悟＊１・大 作 光 子＊２

本稿は，学校図書館職員（司書教諭，学校司書）の専門性やスキルの向

上を目指した研修機会のあり方について，筆者らが参画している SLiiiC（ス

リック）の活動を事例として考察しようとするものである。

１．学校図書館とその職員

（１） 学校図書館とその職員の現状

学校図書館は，小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学

校に設置される図書館のことであり，「学校教育法施行規則」第１条及び

「学校図書館法」第３条によって前述の学校に設置が義務づけられている。

その目的は，「学校の教育課程の展開に寄与するとともに，児童又は生徒

の健全な教養を育成すること」（「学校図書館法」第２条）である。現状で

は，蔵書冊数について国の定めた整備目標値である「学校図書館図書標準」

を達成している学校が小学校で５６．８％，中学校で４７．５％に留まる１）など，

学校図書館の環境は決して充実しているとは言い難い。しかし，２００８年（小

学校，中学校）と２００９年（高等学校，特別支援学校）に告示された「学習
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指導要領」においては新たに「言語活動」の充実が盛り込まれるなど，学

校図書館の機能の充実や積極的な活用を求める機運は高まっている。

この学校図書館を中心になって運営する職員が司書教諭や学校司書であ

る。司書教諭は，「学校図書館の専門的職務を掌らせるため」（「学校図書

館法」第５条）に１２学級以上の規模がある学校（特別支援学校においては

学部）に配置が義務づけられている教育職員である。ただし，配置が義務

づけられている学校の規模は１２学級以上とされているため，司書教諭の配

置率は小学校で６４．６％，中学校で６１．２％，高等学校で８３．２％となっている

（２０１２年度）２）。配置されている司書教諭のほとんどは，教諭，指導教諭，

主幹教諭のいずれかが兼務で当たっている。これは，教職員定数のなかに

司書教諭の専任定数が設定されていないためであり，「保健室」に専任配

置されている養護教諭とは対照的である。

一方，学校司書は，専任配置が難しい司書教諭の職務を補うために，事

務職員身分（一部には，実習助手などの教育職員を充てるケースもある）

で配置される職員の総称である。現状では，学校司書は明確に法制化され

ていない３）が，文部科学省では，２０１２年度から約１５０億円（小学校約９，８００

人分，中学校約４，５００人分）を地方交付税措置し，配置促進を図っている。

２０１２年度の学校司書の配置率は，小学校で４７．８％，中学校で４８．２％，高等

学校で６７．７％となっている４）。

現時点では，司書教諭と学校司書がともに配置されている学校が学校図

書館の運営において最も望ましい状況と考えられている。こうした学校は，

小学校で３４．６％，中学校で３４．１％，高等学校で６０．６％となっている。また，

司書教諭もしくは学校司書のいずれか一方のみが配置されている学校は，

小学校で４３．５％，中学校で４１．７％，高等学校で３０．３％である。小学校の

２１．９％，中学校の２４．２％，高等学校の９．１％には，司書教諭，学校司書の

いずれも配置されていない（２０１２年度）５）。
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（２） 学校図書館職員の資格と研修

司書教諭の資格は，「学校図書館法」第５条の規定に基づき，文部科学

省令（「学校図書館司書教諭講習規程」）に定める５科目１０単位６）を大学

等で履修することによって取得することができる。しかし，わずか１０単位

で資格が取得可能なため，専門性やスキルを形成・向上するためには，そ

の職についてからの研修が不可欠である。

一方，学校司書は，法制化された職ではないため，採用・配置している

自治体によって学校司書に求める資格要件にばらつきがある。すなわち，

資格要件を司書教諭の資格を有する者とするところ，図書館司書の資格を

有する者とするところ，司書教諭と図書館司書の両方を有する者とすると

ころ，資格は不問とするところなどである。したがって，学校司書の専門

性やスキル自体にもばらつきが存在する可能性が高い。とりわけ，資格を

不問とする自治体では，採用後の研修が重要となる。

では，学校図書館職員の専門性やスキルの向上を図るための研修として

は，どのような機会があるのだろうか。

一つには，校内研修が考えられるだろう。しかし，司書教諭も学校司書

も，校内に配置されるのは１人であることが多く，専門性やスキルの向上

を図る研修を校内で行うことは事実上不可能に近い。

二つめには，自治体の教育委員会が行う研修がある。これについては，

司書教諭，学校司書を配置する自治体すべてが行っていると思われるかも

しれないが，そうではない。例えば，東京都内の学校司書配置自治体を対

象とした調査７）によると，回答のあった３９市区町村のうち研修の機会を

設定しているところは２５市区町村（６４．１％）であった。研修の回数は，年

に１回から１２回までと自治体によって幅があり，研修機会の差が大きい。

また，同じ調査によると，研修を行っている２５市区町村のうち１９市区町村

では，司書会など学校司書同士のつながりや情報共有を図る機会を設けて

いた。逆にいうと，学校司書を配置していても，研修の機会も司書会も設
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定されていない，いわば“情報不足”と“孤立”した状況下で勤務せざる

を得ない自治体が１４市区町村（３５．９％）も存在しているのである。

研修が行われていない，あるいは不十分な自治体の学校に勤務する学校

図書館職員は，外部の学校図書館関係団体などが主催する研修に自主的に

参加することになる。いわば，自己研修である。これが三つめの研修の機

会であり，現状では最も効果的な研修の機会となっている。公益社団法人

全国学校図書館協議会（全国 SLA）などが研修の機会を提供している。

しかし，既存の自己研修の機会は，講演会やセミナー，研究集会など，特

定の場に集う方式が一般的であり，開催される場所が遠方の場合，時間的

な余裕や参加費・交通費などの金銭的な問題８）から参加したくても参加

できないという指摘をしばしば耳にする。つまり，“場所”，“時間”，“費

用”という課題が見えてくる。学校図書館職員の専門性やスキル向上を図

るためには，これらの諸課題を軽減ないし解消する研修機会の構築が必要

である。

こうした研修機会における諸課題（情報不足，孤立，場所，時間，費用）

に注目し，その軽減ないし解消を図り，学校図書館職員の自己研修の機会

の充実に資するために活動を開始したのが SLiiiC（スリック）というプロ

ジェクトである。

２．SLiiiC とその活動

（１） SLiiiC の概要

SLiiiCは，School Libraries Communication Collaboration and Combina-

tionの略称である（図１）。２００５年８月に，学校図書館職員の自己研修の

機会の充実を目的のひとつとして，図書館情報学を専攻する大学院生らを

中心に開始された非営利のプロジェクトである。ただし，大学院生だけで
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はできることは限られており，現場の学校図書館職員，研究者などの意見

が必要との考えから，SLiiiCのコンセプトに賛同する学校図書館職員，研

究者などにも参画してもらい，活動を本格化させていった９）。

現在は，１０人程度のメンバーで運営しており，メンバーは，大学院生よ

りも学校図書館職員や研究者が主体となっている。SLiiiCは非営利のプロ

ジェクトであるが，法人格は持っておらず，特定のスポンサー企業・団体

があるわけでもないため，公的あるいは民間の助成金などに応募しながら，

事実上，手弁当で活動しているのが実態である。主な活動としては，�ウ

ェブサイトによる情報提供，�サマー・ワーク・キャンプや講習会などの

開催，�サマー・ワーク・キャンプや講習会などの短文投稿ブログや動画

での配信とアーカイブ化を行っている。これらの活動を通して，前述の諸

課題の軽減ないし解消に取り組んでいる。

以下，これらの活動について順に見ていくことにする。

図１ SLiiiC のコンセプト
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（２） ウェブサイトによる情報提供

SLiiiCとしてまず取り組んだのは，“情報不足”，“孤立”，“場所”，“時

間”，“費用”という既存の研修が抱える課題のいずれにも対応するべく，

ウェブサイト１０）による情報提供を通して，いつでもどこでもタダで必要

な情報を得られ，共有でき，専門性やスキルの向上を図れるようにするこ

とであった（図２）。ウェブサイトには，国立情報学研究所が開発・提供

している NetCommons１１）というシステムを利用している。

ウェブサイトの構築にあたって，はじめに，何をコア・コンテンツとす

るかを決める必要があった。そこで，現職の学校図書館職員２０人程度にア

ンケート調査やフォーカスグループインタビューを行い，必要としている

情報，高めたい専門性やスキルを抽出し，「日常的に必要な技術の習得支

援」「活動事例の紹介」「学校図書館運営マニュアル」の３つに類型化した。

この３つをコア・コンテンツとして設定し，コアごとにコンテンツを制作

・公開することとなった。現在までに，「日常的に必要な技術の習得支援」

と「活動事例の紹介」については，複数のコンテンツが制作・公開されて

いる。

「日常的に必要な技術の習得支援」については，現在，「図書の補修」「ブ

ックコートのかけ方」「サイン表示ライブラリ（画像と材料・作り方）」「図

書館オリエンテーションの方法」「読み聞かせ・紹介本の実例集」などの

コンテンツを制作・提供している。また，「活動事例の紹介」については，

「こどもレファレンス事例集」「学校図書館活用の学習指導案」などのコン

テンツを制作・提供している。例えば，「図書の補修」では，「無線綴じの

本の補修」「破れたページの補修」「はずれたページの補修」「糸綴じ本の

補修」について，それぞれの作業手順・内容をテキストと動画で紹介して

いる。現場では，図書の補修を必要とする場面は多いものの，補修のスキ

ルを学ぶことのできる研修は自治体でも外部の関係団体でもほとんど用意

されていない。また，「こどもレファレンス事例集」では，「「バナナ虫」が
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調べたいけれど，図鑑に載ってません！」「宮沢賢治の『やまなし』のや

まなしをみたい」「玉川上水の水位の高低がわかる縦断図がほしい」など，

児童生徒や教職員から学校図書館に実際に寄せられた質問・相談とそれへ

の回答・援助の事例が集められている。探究型の授業（「調べ学習」など）

が増えているなかで，学校図書館においてもレファレンスサービスへのニ

ーズが高まっている。

コンテンツの制作は，SLiiiCに参画する大学院生，学校図書館職員，研

究者らが共同して行っている（図３）。例えば，「図書の補修」の動画コン

テンツの制作工程は，図４のようになる。Step１のポイントの確認は作業

メンバー全員で，Step２のシナリオ作りと Step３のリハーサルと本番の

出演は現場の学校図書館職員中心で，Step３の撮影と Step４の編集・ウ

ェブサイトへの公開は大学院生中心で行っている（図５）。

なお，「学校図書館運営マニュアル」については，各地の自治体等にお

ける学校図書館運営マニュアルの作成状況調査と内容分析を行っている段

図２ SLiiiC のウェブサイト（トップページ）
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階１２）であり，今後，コンテンツの制作に取りかかる予定となっている。

ウェブサイトの構築にあたって，コア・コンテンツの制作とともに重視

したのは，コミュニティ機能の提供である。自治体内に司書会などがなく，

横のつながりを作ることが難しい“孤立”した状態の学校図書館職員が相

互に情報交換や共有できる場をつくろうと掲示板やグループスペース，メ

図３ 参画メンバーによるコンテンツ検討会議

図４ 動画コンテンツ「図書の補修」の制作工程
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ーリングリスト（ML）を提供した。しかし，当初は，NetCommonsの操

作性などの課題もあって，十分に機能することが難しかった。その後，SNS

（Social Networking Service）が普及したこともあって，現在では掲示板に

ついては閉鎖し，代わりに短文投稿ブログの Twitter（ツイッター）や会員

制 SNSの Facebook（フェイスブック）にこの機能を移行している。

こうしたウェブサイトによる情報提供の有効性を確認するために，定期

的にユーザを対象とした調査を行っている。例えば，２０１０年５月に SLiiiC

のウェブサイトを訪問したユーザを対象に行った調査では，回答のあった

２５人（学校図書館職員，公立図書館司書など）が挙げた有益なコンテンツ

は「図書の補修」（１２人）「サイン表示ライブラリ（画像と材料・作り方）」

（１０人）「図書館オリエンテーション」（９件）などであった。一方で，改

善してほしい点としては「データが重い」「リンク集の更新」「拡大画像サ

イズの統一」などが挙げられた。調査結果から把握できるユーザのニーズ

にきめ細かく対応していくことで，ウェブサイトの信頼性をより高めてい

くことが可能であると考えている。

図５ 動画コンテンツ「図書の補修」の制作ポイントの確認
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（３） サマー・ワーク・キャンプや講習会などの開催

SLiiiCとしては，ウェブサイトによる情報提供と同時に，対面可能な場

での学校図書館職員のコミュニティ作りにも取り組んでいる。「サマー・

ワーク・キャンプ」や各種講習会の開催である。これは，既存の研修機会

が抱える“情報不足”，“孤立”，“費用”という課題に対応するべく，現場

ですぐに活かせる情報を，参加者同士で学び合うことや交流することを重

視したワークショップや実習をメインとした形で提供しようとするもので

ある。そのため，参加募集人数を２５名前後に設定している。費用について

は，４００～５００円程度の資料代などの実費を徴収することはあるものの，助

成金をもとに無料での開催を心がけている。しかし，「サマー・ワーク・

キャンプ」や各種講習会では，“場所”，“時間”という課題は残ってしま

う。これらの点については，後述するように，インターネットを経由して

Twitterを用いた実況中継や Ustream（ユーストリーム）を用いた動画配

信を行っている。

「サマー・ワーク・キャンプ」は，２００６年８月に開催以来，ほぼ毎年８

月に開催している１３）。主なワークショップや実習のテーマは，次の通りで

ある。「NPOとは？組織にあった運営方法を選択するために」（２００８年），

「図書館と科学の本の読み聞かせ講座」「はじめてのアニマシオン：読む力

を引き出すメソッド」（図６）（２００９年），「本の世界の美味しい食べ物」（２０１１

年），「つながる学校図書館」「はじまる学校図書館」（２０１３年）である。こ

れらのうち，ワークショップ「はじめてのアニマシオン：読む力を引き出

すメソッド」では，近年注目を集めている読書のアニマシオンの手法につ

いて，NPO法人日本アニマシオン協会の黒木秀子理事長を講師として，

実際にアニマシオンを体験しながら学んだ。

「サマー・ワーク・キャンプ」以外にも，適宜，各種の講習会を開催し

ている。主なものを挙げると，「特別支援教育と学校図書館」（理論編）（２００８

年），「特別支援教育と学校図書館」（実践編）「DAISY体験・講習会」「学



学校図書館職員のスキル向上を目指した研修機会のあり方 227

校図書館を活用した調べ学習における協働のあり方を考える：教員の立場

から，司書の立場から」（２００９年），「ようこそ！学校図書館へ：子どもた

ちをひきつける楽しいオリエンテーション」「SLiiiC Twitter大作戦！：学

校図書館員のための Twitter入門講座」（２０１０年），「デジタルブックトー

ク体験・実践講座：ブックトークの可能性を探る」「読みに困難を抱える

子どもたちへの支援のあり方／DAISY体験会」（２０１１年），「UST学校図書

館 ch ～世界へ★発信～」（２０１２年）などである。これらのうち，２０１１年

に実施した「デジタルブックトーク体験・実践講座：ブックトークの可能

性を探る」（図７）は，都内の公立小学校を会場に，あるテーマにそって

複数の本をつないで紹介するブックトークを学校で眠っていることの多い

電子黒板を活用して行うという講習会であった。また，「読みに困難を抱

える子どもたちへの支援のあり方／DAISY体験会」（図８）では，学習障

害（LD）のために読み書きが困難（ディスレクシア）な児童生徒が小学

校や中学校にも多数在籍している今日にあって，学校図書館としても読み

の困難さを軽減することに有効なメディアを知り，整備していこうという

図６ ワークショップ「はじめてのアニマシオン：読む力を引き出すメソッド」
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趣旨のもと，有効なメディアのひとつであるマルチメディア DAISY図書１４）

（電子書籍の一種）を体験した。

SLiiiCが開催する「サマー・ワーク・キャンプ」や各種講習会では，事

後の学習（振り返り）も大切にしている。当日学んだことをもとにした実

践のなかから生まれた成果や疑問を再び参加者で持ち寄り，意見交換でき

るように，後日，振り返りの会を開くこともある（参加できない人のため

図７ 「デジタルブックトーク体験・実践講座：ブックトークの可能性を探る」

図８ 「読みに困難を抱える子どもたちへの支援のあり方／DAISY 体験会」
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にウェブサイトでも配信）。こうした振り返りの会を設定することも，既

存の研修では見られない。

（４） 短文投稿ブログや動画での配信とアーカイブ化

SLiiiCでは，「サマー・ワーク・キャンプ」や各種の講習会に“場所”や

“時間”の関係で参加したくてもできない人に対して，２００９年から短文投

稿ブログ Twitterを用いた実況中継や動画配信・共有サービス Ustreamを

用いた動画配信を行っている。

Twitterや Ustreamを用いることには，記録を残すこと（アーカイブ化）

が出来るという利点もある。例えば，「読みに困難を抱える子どもたちへ

の支援のあり方／DAISY体験会」では，Twitterの実況中継のテキストデ

ータが，後日，参加者の手によって Togetterという Twitterの内容をまと

めるサービスを使って一覧できるように整理された１５）ほか，Ustreamで

配信された動画は編集を加え，現在も視聴できるようにしている１６）。この

ように，講習会と同時に行う実況中継や動画配信だけでなく，アーカイブ

化することで，いつでも何度でも閲覧・視聴して学ぶことが可能となる。

「読みに困難を抱える子どもたちへの支援のあり方／DAISY体験会」の動

画の視聴回数は２０１３年７月現在，約２００回に達している。

ただし，Twitterや Usteramを活用することには課題もある。なかでも，

Ustreamの動画配信は機材の確保や技術面においてハードルが高い。この

部分については，コンピュータやインターネットの知識やスキルに長けた

研究者がメンバーとして参画していることで実現できているというのが実

情である。つまり，そのメンバーが，個人所有の機材を用いて中継業務を

一手に担っているということである。個人頼みではなく，組織的・継続的

に Twitterを用いた実況中継や Ustreamを用いた動画配信とそのアーカイ

ブ化を行うことのできる体制づくりが必要といえる。
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（５） SLiiiC の課題

以上が，SLiiiCというプロジェクトの主な活動である。ウェブサイトの

ユーザを対象とした調査や各種の講習会の参加者を対象としたアンケート

の結果からは，概ね好意的な評価を得ることができており，学校図書館職

員の専門性やスキルの向上に SLiiiCの活動がある程度貢献できたと考え

られる。しかし，いくつかの課題も指摘できる。

課題の一つは，SLiiiCの組織の持ち方である。現状では法人格を持たな

い非営利の活動として展開している。しかし，法人格を持たないために助

成金の申請資格が得られないケースが生じるなどの活動上の不利益も否め

ない。とりわけ，無料または資料代程度での講習会の開催を継続していく

ためには，公的あるいは民間の助成金に頼らざるを得ない。NPO法人化

などを検討する段階にきているといえる。また，活動自体も，特定の参画

メンバーに依存しなければ成り立たない部分もある。例えば，前述した

Twitterを用いた実況中継や Ustreamを用いた動画配信とそのアーカイブ

化などである。活動の継続や充実を考えたとき，特定の個人に依存しなけ

ればならない状況を解消することが急務である。

課題の二つめは，ウェブサイト上で提供されているコンテンツの充実や

更新である。コンテンツの充実はもちろんであるが，すでに提供している

コンテンツの内容も，公開してから年数が経つと古くなってしまう。新鮮

な情報を提供し続けるためにも，最低でも１～２年に１度は全コンテンツ

の内容の再検討と更新が必要であろう。

課題の三つめは，他の団体やプロジェクトの活動との差別化と連携であ

る。SLiiiCが活動を開始した２００５年当時，ウェブサイトでの自己研修に資

するような情報提供を行う活動は他にはなかった。しかし，現在では，ウ

ェブサイトを活用した類似の活動が複数展開されている。例えば，東京学

芸大学学校図書館運営専門委員会が２００９年度から提供している「先生のた

めの授業に役立つ学校図書館活用データベース」１７）がある。このウェブサ
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イトでは，校種，学年，教科・領域の別に学校図書館を活用した学習指導

案の提供などが行われている１８）。これは，SLiiiCのウェブサイトで提供し

ている「学校図書館活用の学習指導案」と重複するものである。こうした

類似する活動との差別化を図り，いかに特色を打ち出していくかが今後は

重要となってくる。もちろん，差別化を図るということは，対立するとい

う意味ではない。各々の活動が特色を出し合いながら，相互に連携し合い，

相互に学校図書館職員の自己研修の機会を提供できる環境を高めていけば

よいのである。

３．学校図書館職員の研修機会のあり方

学校図書館職員の専門性やスキルの向上を図るための研修の機会として

は，自治体の教育委員会が行う研修と外部の学校図書館関係団体などが主

催する研修に自主的に参加する自己研修があり，これら既存の研修機会に

は，“情報不足”，“孤立”，“場所”，“時間”，“費用”といった課題がある。

こうした諸課題の軽減ないし解消を図り，学校図書館職員の研修機会，と

りわけ自己研修機会の充実に資するためにはどのような取り組みが必要な

のかを SLiiiCプロジェクトの活動を事例として概観してきた。

既存の研修機会の諸課題を軽減ないし解消するために SLiiiCが取り組

んだ活動は，大きく次の３つであった。すなわち，�ウェブサイトによる

情報提供，�サマー・ワーク・キャンプや講習会などの開催，�サマー・

ワーク・キャンプや講習会などの短文投稿ブログや動画での配信とアーカ

イブ化の３つである。これら３つの活動の内容をもとにさらに整理すれば，

ａ．ICTを活用した情報提供，ｂ．体験的なワークショップや実習などの

重視という２つの特徴が見えてくる。

ウェブサイトや SNSなどの ICTを活用しての情報提供は，今や，各地
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の教育委員会や既存の学校図書館関係団体でも多くが行っているところで

はある。しかし，教育委員会が公開しているウェブサイトに代表されるよ

うに保護者や市民といった一般向けの情報提供がメインであり，そこに学

校図書館職員の研修機会の充実に資するような内容を見いだすことは難し

い。今後は，各地の教育委員会や既存の学校図書館関係団体でも，個人情

報保護やセキュリティに留意した上で，研修会での講演・講義内容につい

て Twitterなどを活用してテキストベースで実況中継したり，音声や動画

で配信したりすることがあってもよいだろう。

また，既存の研修機会の多くは，講演・講義形式で講師の話を聞くだけ

のスタイルである。しかし，ワークショップや実習などの体験的な形での

研修にすることで，参加者同士で学び合いや交流が自然と生まれ，そこで

の学びは一段と充実したものとなる。体験したことをすぐに現場で活かす

こともできる。

ワークショップや実習などの体験的な形式を中心とした対面可能な場で

の研修機会と，ICTを活用したオンラインでの研修機会を組み合わせたハ

イブリッドな研修機会をいかに普及，充実させていくか。学校図書館の機

能の充実や積極的な活用を求める機運が高まっている今こそ，その運営を

中心になって担う学校図書館職員の専門性やスキルのいっそうの向上は不

可欠であり，そのためにも新たな研修機会の構築が求められる。

付記

本稿は，２０１２年８月２６日に開催された日本教育学会第７１回大会における口頭発表「学

校図書館職員のスキルアップを目指した取り組みについて」の内容をもとに執筆した

ものである。
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